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　　　　　　　　　1．　緒　　言

　ロケットによる高空磁場測定は，電離層内の電流系を

測定する方法として1948年にS．F．　Singer等によって

行なわれて以来今日に至っている．

　ロケットにより測定される磁場は，地球磁場と，地球

外に源をもつ外部磁場（主として電離層の電流系によっ

て生ずる磁場）とである．今外部磁場の源として，電離

層の電流系だけを考え，第1図に示すように地球半径を

a，地球中心から電流系の下限，上限および観測点まで

　　　　　　　　　　　　　　の距離をそれぞれb，c，

　　　　　　　　　　　　　　rとすると，それぞれの
　　　　　Cも

第1図
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i）a＜rくbでは，72V・＝O

領域で観測される磁場の

強さは，以下に示す式か

ら導かれるような量であ

る．

　　であり観測される磁場は次のポテンシャルから導か

　　れる量である．
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　Vt：地球内部磁場によるもの

　Ve：地球外部磁場によるもの

　五）bくr＜cでは，

　　地球内部磁場はi）のViから導かれる量である

　　が，外部磁場は，電流系の電流密度を，ノとすると，

　　　　7×Fθ＝4πノ　　　　｛

　　　　7Fe　＝o

　　より得られるF’eである．

　m）c＜rでは，　i）と同様72V＝・Oが満足され，次

　　のポテンシャルから導かれる量である．
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　したがってロケットにより電流系を突き抜ける高度ま

での磁場測定を行なえば，電流系によって生ずる磁場

が，電流系の上下両面において不連続になることから電

流系の高度分布および強さを求めることができる．

　1964年3月にK－8L－3ロケットにプロトン磁力計を

搭載し，初めての実験が試みられたが，観測結果を得る

ことは出来なかった．したがってここでは，搭載したプ

ロトン磁力計についてだけ報告する．

　　　　　　　　2．プロトン磁力計

　プロトン磁力計の原理は，スピン角運動量hlと，置

有磁気能率μとをもったプロトンは強さFの磁場内で

は，μ×7のトルクを受けてラーマー才差運動を行な

う．そしてその周波数は，2π！一γpF

　　γ・一洛一（2・・675・3±・・・…2）×・・4sec－19・uss『1

で与えられる．

　したがって周波数fを測定することによって，磁湯

の強さFを知ることができ，その測定精度は，周波数

の測定精度だけによるものとなる．
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　　　　第2図　プロトン磁力計搭載部系統図

　実際に搭載したプロトン磁力計の回路系統図は，搭載

部については，第2図に示すように検出部，リレー回

路，狭帯域増幅回路，振幅制限回路，検波回路より成っ

ており，検出部で得られた信号は，リレーを通して増幅

回路に送られる．次にこの信号はVα　exp（－t／7▼2）なる

減衰信号なので振幅制限回路を通して振幅をそろえた波

形にして送信するようにした．

　検出部については，試料は測定間隔を狭くするため

に，緩和時間の短いケロシンを用いた．これで0．75秒

ごとの測定が可能である．さらに得られる信号が微少で

あることと，検出部内で磁場に勾配が生ずると測定が不

可能になることより，頭胴部を非金属にし，検出部を他

の計器から50cm離して搭載した．

　次に地上計測装置の系統図は第3図に示すとおりで

ある．このように才差信号はテープに録音することと平

　　　　　　　　　　　　　　　　（75ぺrジへっつく）
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線との相対関係，あるいは地球の水平線と測定方向との

関係についてまず調べるつもりである．

　ガイガーカウンタがほぼ一次宇宙線の高度分布に近い

ものを示すと考えれば，これは100～1，000kmで，そ

れほど激しく動いていないから，一次宇宙線がロケット

機体で作るγ線によって200km以上でみられるよう

な大きな変動を示すとは考えにくい．

3．将来の問醐

　L－3－1の暫定データを調べた現段階では，

　（1）太陽活動極小期より極大期まで測定をつづける

　　　ことにより，太陽活動との関係を調べること．

　（2）　より低エネルギγ線まで測定領域を拡げる．

　（3）直接低エネルギ電子を測定する．

の3項目が，将来の課題として上げられる，
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第3図　プロトン磁力計地上計測部系統図

行しでプリントする方式を用いた．今回は初めての実験

なので磁力計の動作を確認するために，才差信号のほか

に，才差信号を検波した包絡信号，リレーを駆動させる

発振器の信号も同時に送信した．

　最後に3月の実験では事故のため発射後7秒間のみ信

号を送ってきたので，包絡信号と発振器の信号は受信で

きたが才差信号は得られなかった．しかし，これはブー

スタ切離し前であり当然予想されたことであって，磁力

計の異常とは考えられない．

　このように測定値は何ら得られなかったが，今後の実

験への参考資料はいくつか得られた．ここにこの実験に

ご協力して下さった多くの方々に感謝の意を表します．

　　　　　　　　　　　　　　（1964年8．月27日受理）

（33ページよりつづく）

　　　　　　　　　5．　む　す　び

　このランチャは最初に記したとおり昭和36年より計

画を始め，昭和38年3月に完成した．このように設計

の大半はロケットのブースタが完成に近く地上試験が行

なわれようとする時期で，観測ロケットとしての形状も

確定的ではなかった．このためかなりの事柄を想定して

これに対応するランチャを設計することが必要で，そこ

に苦心の一つがありロケット本体の設計が進むにつれて

不備な点，改造すべき点が若干あらわれた．

　初期設計の段階にあたっては三菱長崎造船所の平岡次

長，慶本技師にお骨折をいただき，最終案の設計製作に

は浦賀重工業KKの狩野取締役，橋本・栗波両部長，安

田副部長に負うところが多い．また小山係長外現場組立

を担当した諸君，運用にあたる生研のランチャ班の諸君

感に謝の意を表する．　　　　（1964年9月11目受理）

　　　　災害は忘れずともやってくる

　台風銀座といわれた鹿児島県にロケット発射場を

造った．台風は覚悟の上である．待ちに待った？

台風は来た・昭和39年9月24日，鹿児島宇宙空間
観測所を強襲した20号台風は，観測所の仮設小屋5

棟を一なめにしてしまった．このときの瞬間風速は

80m／sに達したと推定されている．しかし10～11
月実験が予定通り続けられたのは固定施設の土木・

建築工事がしっかりしていたためである．

　過去60年間に九州を襲った著名な台風を気象災害

年表から拾うと36ある．これは年平均0．6で台風の

年平均発生数28に対して約2％に当たる．　（J．S）
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